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る技能を身に付けるとともに、( ｱ ) 生物は、
色、形、大きさなど、姿に違いがあること、
また、周辺の環境と関わって生きていること、
( ｲ ) 昆虫の育ち方には一定の順序があること、
また、成虫の体は頭、胸及び腹からできてい





















ページ、[H27] は 155.3 ページで、平均 26.0
ページ増えていた。一方、単元のページ数は、
[R02] は平均 9.7 ページ、[H27] は 11.3 ページ
で、1.6 ページ減っていたが、巻末資料を含

























































































植物の種類数は、[R02] が平均 3.2 種類、 
[H27] は 5.5 種類で 2.3 種類減っていたが、巻
末資料等で参考として挙げられている植物を




表 1-1　小学校第 3 学年理科「身の回りの生物」(1)１－１ ３学年理科「身の回りの生物」 
R02 H27 R02 H27 R02 H27











10 14 8 10 8 8
4 2 1 0 4 6
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表 1-2　小学校第 3 学年理科「身の回りの生物」(2)表１－２ 小学校第３学年理科「身の回りの生物」 
R02 H27 R02 H27 R02 H27
H29 H20 H29 H20 H29 H20





10 14 10 8 12 14
6 8 4 2 0 0
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表 2　第 3 学年理科「身近な自然の観察」で扱われる植物
R02 H27 R02 H27 R02 H27 R02 H27 R02 H27 R02 H27
タンポポ（セイヨウタンポポなど） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アブラナ ○ ○ ○ ○ △ △
オオイヌノフグリ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
ヒメオドリコソウ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○
ハルジオン △ △ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○
シロツメクサ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ 〇
ナズナ △ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ △ ○ ○
チューリップ △ ○ ○ ○ ○ ○
ホトケノザ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △
ヒメジョオン △ △
カラスノエンドウ △ △ △ ○ △ ○ △ △ △ △
ノゲシ △ ○
ハコベ（ウシハコベ） △ △ △ △ △ △ △ △ △
カタバミ △ △ △ △ △ △ △ △ △
キュウリグサ △ △ △ △ △ △
ハハコグサ △ △ △ △
ゲンゲ（レンゲソウ） △ △ △ △
ヘビイチゴ △
ジシバリ △ △
スミレ △ △ △ △ △
エノコログサ △ △
エンドウ △









スイバ △ △ △
ウルシ，ツタウルシ △* △* △* △* △* △* △* △* △* △*
イラクサ △* △* △* △*
ハゼノキ △* △*
ヌルデ △*
植物 1 4 2 7 2 9 5 6 2 1 7 6
植物（参考） 14 12 15 0 12 7 13 19 15 18 0 1
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小学校理科教科書における活動を通した生命と生物多様性の理解──「第３学年「身の回りの生物」を例に──
47


































主に、( ｱ ) 生物は、色、形、大きさなど、姿
に違いがあること、また、周辺の環境と関わ
って生きていること、を学習していた。植物
や昆虫の体のつくりや育ち方は、それぞれ
「昆虫」と「植物」の単元で学習するように
なっていた。
Ⅳ．まとめ
理科の学び方では、「問題を見いだす（問
題をつかむ）」過程が [R02] の全てで扱われ
ていた。また、第３学年の問題解決につなげ
る「比較」は、形態が似ている生物の比較が
扱われており、[H27] より高度な比較学習が
含まれていた。岩間ら（2014）は、自然体験
や生物に関する体験が生命観育成に有効であ
ると報告してきた。本単元には、身近な自然
の中での体験や高度な比較活動など多様な体
験活動が示されており、生命尊重及び自然環
境の保全に寄与する態度の育成を目指すのに
相応しい内容と考えられる。児童が身の回り
の生物に関心を持ち、問題を見つけ、生物の
観察という体験を通して、生命尊重の態度を
育成するよう指導していくことが重要である
と考える。
【注】
1） 小学校学習指導要領解説理科編、第４章
(3) に「野外で生物を採取する場合には、
必要最小限にとどめる」「生物を愛護しよ
うとする態度を養う」と記されている。
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